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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、学習者間の知識循環を促進するために、高度なセンシング技術とアクチュエー

ション技術を用いて、学習者間での知識の伝達を加速する新しい人間の学習支援モデル「学習

サイクロトロン（LeCycl）」を実現することを目的とする。これは、学習者の行動分析や心理分析を

行わず、単純なセンシングとフィードバックのみに基づく現在の e ラーニングシステムの概念とは

大きく異なるものである。 

2020年度は、COVID19の影響を色濃く受けた年度であった。日本側の研究がスタートしてい

るにもかかわらず、独仏の両国ではまだ体制が整っていない中での見切り発車となった。

COVID19の影響は当面続くものと予想されたので、オンライン環境でどのように研究を進めてい

くのかを議論し、研究計画を修正することを 2020年度の目標とした。 

 3月に 2日間のオンラインワークショップを開催し、従来の研究発表型の情報交換だけではな

く、affinity mapの作成という、より実時間のインタラクションが必要な目標に取り組むことにより、ワ

ークショップに用いたインタラクティブボードやシステムの利用可能性が明確になったほか、共同

ですすめるべき研究テーマを発見することもできた。 

 また、日本チームでは、2021年度の研究テーマである「Perceive」の一部を先取り実施し、自己

教師あり学習の読書検出への有効性や、英訳漫画を用いた英語学習の可能性について示すこ

とができた。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（１）日本グループ 

① 研究代表者：黄瀬 浩一 （大阪府立大学 大学院工学研究科 教授） 

② 研究項目 

・研究計画の修正 
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